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平成２９年度千曲市社会福祉協議会事業報告

１ 平成２９年度重点目標の取組みについて

（１）地域福祉活動計画の着実な実施（第二次地域福祉活動計画の推進）

千曲市の地域福祉計画と連携して策定した地域福祉活動計画（平成 28 年度～平成 32 

年度）に基づいて事業展開をしました。また「地域に根差した支え合い」「安心して暮

らせる地域」「誰もが自立した生活」の三つの目標を掲げ、地域福祉を推進するための

中核となっている社協 11 支部や地域住民、福祉団体等と連携を図りながら福祉事業の

さらなる充実に努めました。

（２）社協基盤の強化と安定した法人運営の推進（第二次経営戦略計画の推進）

当協議会が安定的な運営を継続し、地域福祉事業を推進していくため、第二次経営戦 

略計画で掲げた三つの基本目標である「介護保険事業所の強化」「地域にニーズ基づい

た先駆的な取組み」「収支のバランスを整え財政及び組織強化を図る」を着実に進め、

経営基盤の強化を図っています。 

現在、社協の大きな収入源となっている介護保険事業においては、介護保険報酬改定

や他の民間事業者の参入などにより競争が激しくなった影響で、大幅な減収となり、財

政的に大変厳しい状況です。こうしたなか、経営コンサルタントからもアドバイスを受

けながら経営改善に取り組むとともに、社協運営補助金の補助基準の見直し等も千曲市

長へ要望しました。

（３）生活困窮者への支援事業の充実
生活困窮者自立相談支援事業“まいさぽ千曲”を拠点として「生活困窮」や「地域で

  の孤立」などに直面している要支援者に対し、関係機関と連携を図りながら相談・就労

支援を行いました。また、要支援者の就労意欲や仕事の継続、日常生活の家計支援等の

新たな課題についても積極的に取り組みました。

さらに、住民主催によるフードドライブ活動や民生児童委員、各種事業者とのネット

ワークの構築による支援活動も実施しました。

（４）支部社協との連携・協働による市民支え合い活動の推進
近隣住民同士の支え合いの希薄化や孤立する人々の増加等の課題に対応するために、

社協 11 支部と連携・協働しながら地域の実情に合った福祉活動を展開しました。その 

活動の一つとして地域住民のつながりを深めていくきっかけづくりとして「ちくま食堂」 

を幾つかの支部で実施しました。

さらに、地域に密着した住民支え合い事業“つなぐ”を実施するとともに、利用者の

発掘及び支援者の不足等の課題の共有やさらなる活動の活性化に向け定期的に情報交

換を行いました。

（５）ボランティア・市民活動交流センター機能の充実強化
センターでは、ボランティアの皆さん、福祉団体、ＮＰＯ法人や高齢者・子育てのサ

ロン等の活動支援を行いました。また、住民同士の交流とそれぞれの立場の理解を進め

ることを目的に開催する〝ふれあい広場″や災害時の助け合いの仕組みである〝災害

ボランティアセンター立ち上げ訓練″等の事業を展開しセンター機能の充実強化を図

るとともに、ボランティアの重要性や必要性について周知を図りました。
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総務部門

２ 会務の運営                   
会務の運営は理事会及び評議員会に諮りながら推進し、監事の指導及び監査により適

正に執行しました。

（１）理事会の開催 

回 開催日 出席者数 主 要 議 案 

第1回 6月 5日(月) 14 人

平成 28 年度事業報告の認定について 

平成 28 年度資金収支決算の認定について 

経理規程の一部改正について 

第 1回評議員会の招集及び議題について 

評議員候補者の推薦について 

第2回 6月 19 日(月) 10 人

会長、副会長及常務理事の選任について 

欠員に伴う評議員選任・解任委員会委員の選任につ

いて 

顧問の選任について 

第3回 11 月 28 日(火) 10 人

会長及び理事の職務の執行状況 

平成 29 年度上半期事業報告について 

平成 29 年度上半期収支状況について 

第4回 3月 20 日(火) 9 人

平成 29 年度資金収支第 1 次補正予算（案）の議定

について 

平成 30 年度事業計画（案）の議定について 

平成 30 年資金収支予算の議定について 

正規職員及び嘱託職員就業規則の一部改正につい

て 

臨時職員等就業規則の一部改正について 

成年後見支援センター運営規程の制定について 

平成 29 年度第 2 回評議員会の招集及び議題につい

て 

（２）評議員会の開催 

回 開催日 出席者数 主 要 議 案 

第1回 6月 19 日(月) 15 人

平成 28 年度事業報告の承認について 

平成 28 年度資金収支決算の承認について 

理事及び監事並びに評議員に対する報酬等の支給

について 

理事及び監事の選任について 

第2回 3月 27 日(火) 15 人 

平成 29 年度資金収支第 1 次補正予算の承認につい

て 

平成 30 年度事業計画の承認について 

平成 30 年資金収支予算の承認について 
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（３）評議員選任・解任委員会の開催 

評議員選任のため開催しました。 

回 開催日 委員 主 要 議 案 

第1回 6月 6日(火) 

丸山正人（外部）

髙松雄一（監事）

唐澤正弘（事務局員）

評議員候補者推薦書による選任について 

（４）監査会の開催 

平成２８年度事業報告書、財産目録、貸借対照表及び収支計算書等を監査の結果、い 

ずれも処理は適正になされており、かつ誤りがないことが認められました。また、平成

２９年度上半期の事業報告及び予算執行状況の監査の結果、順調に事業が執行されてい

ることが認められました。 

区分 開催日 監事 監査対象 

決算

監査 
5 月 30 日(火) 

髙松雄一 

髙松久男 

平成 28 年度決算監査 

事業報告書、財産目録、貸借対照表及び収支計算書

中間

監査 
11 月 16 日(木)

髙松久男 

赤沼義敏 

平成 29 年度上半期中間監査 

平成 29 年度上半期事業報告、予算執行状況 

（５）外部監査の開催 

決算監査に向けて外部税理士よる監査を実施し、平成２８年度財産目録、貸借対照表 

及び収支計算書等を精査・指導を受けました。 

区分 開催日 税理士 監査対象 

決算

監査 
5 月 24 日(水) 

成澤会計事務所

成澤税理士 

平成 28 年度財産目録 

貸借対照表及び収支計算書 

（６）正副会長会 

当協議会運営の適正かつ効果的な執行を図るため、会長、副会長、事務局長及び課長 

との打ち合わせ会議を開催し、社協運営の基本方針・重要施策及び経営に関する事項等 

について協議及び決定をしました。 

回 開催日 主たる協議事項 

第1回 5月 30 日(火) 

平成 28 年度事業報告並びに決算について 

平成 28 年度第 1回理事会・評議員会の議題及び議事の進め方 

平成 28 年度長野県共同募金会千曲市支会委員会議事について 

経営戦略計画の進捗状況について 

社会福祉法の一部改正について 

第2回 11 月 14 日(火)

経営状況について（上半期事業報告、中間決算報告） 

中間監査について 

第 3回理事会の招集について 

第3回 1月 26 日(金) 
第 4 回理事会・第 2回評議員会の日程について 

例規の改廃について（就業規則の一部改正等） 

第4回 3月 13 日(火）
平成 29 年度決算見込みについて 

平成 30 年度事業計画（案）、予算（案）について 
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正規職員及び嘱託職員就業規則の一部改正について（通院治療に

係わる病気休暇の新設及び療養休暇の改正並びに無期労働契約への

転換ルールに係わる改正） 

臨時職員等就業規則の一部改正について（無期労働契約への転換

ルールに係わる改正） 

臨時職員等給与規程施行細則の一部改正について（法人後見支援

員の新設に伴う改正） 

定年後再雇用規程の一部改正について（無期転換ルールに伴う一

部改正） 

成年後見支援センター運営規程ほかの制定について 

平成 29 年度第 4回理事会、第 2回評議員会の開催について 

（７）課長会議 

社協運営の基本方針・重要施策等の適正かつ効果的な執行を図るため、事務局長及び 

課長、事業所長等で構成する課長会議を年 4回開催し、当面の課題について協議及び情 

報共有しました。 

回 開催日 主たる協議事項 

第1回 5月 29 日(月) 

平成 28 年度事業報告・決算について 

第 2次経営戦略計画策定について 

コンプライアンス（法令遵守）について 

時間外勤務、ノー残業デイについて 

苦情対応について 

災害時における職員の応急活動マニュアルについて 

労働災害発生時の連絡について 

4S・KY 活動、メンタルヘルス相談窓口について 

ハラスメントについて 

資格取得支援制度について 

第2回 8月 3日(木) 
第 2 次経営戦略計画の推進について 

交通安全対策について 

第3回 10 月 5 日(木) 

第三者委員（苦情解決委員）について 

サービス向上委員会について 

新規採用職員用ハンドブックの扱い方について 

電話回線の変更について 

第4回 3月 19 日(月) 

平成 29 年度収支見通しについて 

平成 30 年度事業計画・予算（案）について 

文書事務の手引きについて 

職員採用時の手続き並びに人材育成方法について 

無期転換ルールについて 
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（８）視察研修受入れ 

富山県射水市社会福祉協議会役員（理事・監事）視察研修を受入れました。 

受入人数 開催日 場所 主たる内容事項 

19 人 6月20日(火)
千曲市ふれあい福 

祉センター長寿館 

保健、医療、福祉総合ネットワーク体制 

について 

介護予防・日常生活支援総合事業ついて 

 ※当協議会理事・監事 7名出席 

（９）各種団体による共催及び後援依頼 

当協議会の取り扱い要綱の基準により共催及び後援の決定をしました。 

区分 依頼件数 決定件数 内 訳 

共催 1 件 1 件 ふれあい広場 

後援 9 件 9 件

チャリティー映画会 1 件、マジックフェステ

ィバル 1 件、一輪車レース 1 件、福祉イベン

ト 2 件、戦没者追悼式 1 件、障がい者スポー

ツ大会 1件、子育てイベント 2件 

（10）広報・情報の提供 

   市民の皆さまに社協事業等の情報を提供するため広報誌「社協だより」を偶数月

に発行し全戸配布しました。また、社協ホームページで社協事業を紹介しました。

３ 社協会費納入事業

（１）社協会費納入状況 

相談事業や移送自動車貸出事業等の地域福祉推進事業、支部社協事業、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・市

民活動交流事業、法人運営等を実施する大切な財源となる会費を市民、法人に協力をお

願いしました。

会費は減少傾向にありましたが、今年度は区長はじめ社協支部役員による働きかけに

より、普通、法人、特別会費が増加し全体でも昨年度より 143,800 円増となりました。 

法人会費については、今年度から A会員 4,000 円を２口 5,000 円（1口 2,500 円）に 

変更しました。不景気の影響等により廃業されるなどの理由により 3社減となりました

が、昨年度並みに協力を得られました。 

賛助会費については、前年度比１０人、前々年度比８２人の減少でした。賛助会費は

地域の役員、民生児童委員、社協職員が主な会員ですが減少傾向にあります。

5



 会費実績表 

年度

項目
29 28 27 

普通会費

18,028 世帯

16,244,000 円

17,958 世帯

16,162,700 円

17,954 世帯

16,096,000 円

加入率 82.3％ 加入率 80.6％ 加入率 81.0％

法人会費
636 社

1,703,000 円

639 社

1,642,500 円

685 社

1,756,000 円

賛助会費
574 人

590,000 円

584 人

618,000 円

656 人

662,000 円

特別会費
16 人

180,000 円

13 人

150,000 円

13 人

160,000 円

会費実績合計額 18,717,000 円 18,573,200 円 18,674,000 円

４ 苦情解決システム

利用者やその家族、市民等から寄せられた苦情・意見等はその都度、担当課長や各事業

所長が真摯に対応することにより解決を図っており、第三者の苦情解決委員に苦情（意

見・要望）を解決していただく案件はありませんでした。また、職員に対しては、再発防

止に向けた指導・研修等を実施しました。

苦情の主な内容は、職員の接遇（態度）に関するものは「言葉遣いが好ましくない」「望

んでいないサービスを勧められる」等、提供しているサービスに関するものについては、

「着衣の乱れ、パットの当て方」、社協会費に関するものについては、「会費の使い道が分

からない」「強制なのか」等です。施設に関しての要望・意見は「施設の入口が分かりづ

らい」「駐車場が止めづらい」等が寄せられました。

（１）苦情・意見等受付件数                 

年度 

苦情・意見等の内容 
29 28 27 

① 職員の接遇（態度）に関するもの 11 件 6 件 19 件

② 提供しているサービスに関するもの 3件 7件 11 件

③ 事故・被害・損害に関するもの 0件 2件 9件

④ 事業所運営等に関するもの 2件 0件 1件

⑤ 社協会費に関するもの 2件 3件 6件

⑥ 要望・意見 7件 8件 5件

⑦ その他 2件 1件 3件

合  計 27 件 27 件 54 件

（２）苦情解決委員（第三者委員）

苦情解決委員（第三者委員）は福祉サービスや児童館・児童センター・介護保険事業

所利用者が、サービスの内容や職員の対応に対する言いにくい苦情・意見・要望等を直
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接受付けるほか、意見を聞き、相談に応じるなど公平・中立な立場で、市民の皆様と事

業所の橋渡しとなる活動を行います。

  苦情解決委員（第三者委員）の任期満了に伴う改選により９月１日から新たに３名の

委員を委嘱しました。

（任期：H27.9.1～H29.8.31）

苦情解決委員 住  所 電 話 

須見 憲一 上山田温泉 4-27-7 ﾘﾊﾞﾃｨｰﾌﾟﾗｻﾞ 1-A 275-4050 

中村 美江 上徳間 337-1 261-0012 

柳澤 富子 稲荷山 2130 1-104 273-3733 

（任期：H29.9.1～H31.8.31）

苦情解決委員 住  所 電 話 

寺沢 博文 小船山 244 276-3560 

宮入 洋江 上徳間 401-3 276-1349 

柳澤 富子 稲荷山 2130 1-104 273-3733 

５ 人事・労務管理

（１）職員数                  

  年度 

区分 

職員数の推移（年度末） 構 成 比 

29 28 27 増減 29 28 27 

正規職員 37 人 36 人 41 人 1 人 21.8％ 21.4％ 24.8％

非正規職員＊ 133 人 132 人 124 人 1 人 78.2％ 78.6％ 75.2％

合 計 170 人 168 人 165 人 2 人 100％ 100％ 100％

＊ 嘱託職員・臨時職員・パート職員等    正規職員数は、全体の 1/4 以下 

（２）離職率                  

  年度 

区分 

29 28 27 

退職者数 離職率 退職者数 離職率 退職者数 離職率 

正規職員 2 人 1.2％ 1 人 0.6％ 4 人 2.4％

非正規職員 22 人 12.9％ 18 人 10.7％ 12 人 7.3％

合 計 24 人 14.1％ 19 人 11.3％ 16 人 9.7％

＊退職者数には定年退職者は含まない。 

参考：全産業の平均離職率 15.0％（医療・福祉は、14.8％平成 28年雇用動向調査：厚労省）

（３）職員研修 

働きやすい職場を構築するため管理者向けにﾊﾗｽﾒﾝﾄ対策研修会を実施、また人材育成 

の手法としてコーチング研修を人材育成担当者、管理者向けに実施しました。このほか、

長野県社会福祉協議会、長野県福祉人材研修センターや全国社会福祉協議会、労働基準

監督署などが実施する社外研修に、随時、職員が参加し、職員の育成と能力開発を図り

ました。 
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法人主催研修会内容 

対 象 研修内容 開催日 出席者数等 

新規採用職員 

新規採用職員研修 

事務局長、総務課長、介護ｻｰﾋﾞｽ課長 

地域福祉課長 

「社会福祉協議会について」 

「各種手続き、事務連絡等」 

 4/3（月）  11 人

各事業所１名 

以上 

AED 講習会  

千曲坂城消防組合職員 

「普通救命講習Ⅱ」 

6/22(木)

7/3(月)
 22 人

管理者 

ハラスメント研修 

 オフィス・キャリアサポート 

 代表 古越 真佐子 氏 

 「職場のハラスメント対策～基本は職場

のコミュニケーション力～」 

8/3(木) 22 人

副主任以上 

（人材育成担当者） 

コーチング研修 

 ベリースマイル  

代表 鈴木 優子 氏 

 「コーチングを学ぶ～活気と安心感のあ

る職場づくりとは～」 

10/5(木)

AM 
21 人

管理者 

コーチング研修 

 ベリースマイル  

代表 鈴木 優子 氏 

 「コーチングを学ぶ～活気と安心感のあ

る職場づくりとは～」 

10/5(木)

PM 
21 人

事業所長、事務員 経理研修（予算編成研修） 12/19(火) 39 人

６ 千曲市民交流広場運営事業

（１）千曲市ふれあい福祉センター管理運営状況             （人）

部屋別利用

者数

年度 

101 

会議室 

長寿館 201 

会議室 

202 

会議室 

調理実

習室 

301 

会議室 

相談室 ボランテ

ィアセン

ター

合計

29 1,577 5,982 2,118 839 870 2,623 120 444 14,573 

28 1,462 5,832 2,485 1,263 927 2,935 151 598 15,653 

ボランティア団体、子育てサロン、高齢者の団体、障がい者団体など幅広く利用され

ています。また、千曲市ふれあい福祉センターは使用料及び冷暖房費が無料となってい

ますので、利用者の皆さまにも節電や環境への配慮を求める観点から各部屋の設定温度

の目安を表示しました。
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                                     受託部門

７ 受託事業

千曲市からの委託を受け、各種社会福祉事業の推進を図りました。

（１）ふれあい福祉センター更埴 市民スペース利用状況 

ふれあい福祉センター更埴の和室及び小会議室を市民スペースとして開放しています。

平成２８年１０月から１階市民スペースも使用可能となりました。主に、定期的に行わ

れている司法書士相談や心配ごと相談をはじめ、点字サークルや老人クラブなど、少人

数による打合せ会議の会場として利用されました。

      年度

利用状況

29 28 27 

利用人数 貸与回数 利用人数 貸与回数 利用人数 貸与回数

合 計 959 259 572 141    514 80

（２）八幡老人福祉センター利用状況 

八幡公民館と併設の八幡老人福祉センターはお風呂がないことで、集会室や相談室の

利用頻度は少ないものの、定期的に趣味や短歌のグループ等に利用されています。

 年度

利用状況

29 28 27 

利用人数 貸与回数 利用人数 貸与回数 利用人数 貸与回数

合 計 2,012 264 1,844 240 1,465 178

（３）老人コミュニティセンター利用状況 

戸倉地区の児童館と併設の老人コミュニティセンターは、高齢者の趣味のサークルや 

身体障がい者団体、子育てサークル等に主に利用されています。利用人数・貸与回数に 

ついては、前年度より減少しましたが、主な要因は戸倉老人コミュニティセンターでは、 

高齢者の趣味の団体（囲碁）が高齢の為休会となったことや定期的に利用されている団 

体の利用人数が減少したため、五加老人コミュニティセンターでは、ボランティア団体 

が児童館の貸館利用に変更したことや趣味の団体（気功、詩吟）が暑い時期など開催を 

中止したためでした。 

 年度

利用状況

29 28 27 

利用人数 貸与回数 利用人数 貸与回数 利用人数 貸与回数

戸倉老人コミ 1,003 131 1,393 158 1,897 197

更級老人コミ 658 52 648 52 655 54

五加老人コミ 451 57 717 102 1,143 148

合 計 2,112 240 2,758 312 3,695 399

（４）地域活動支援センター千曲市ピュアハートちくま 

センターは、利用する障害者及び障害児が、地域において自立した日常生活又は社会 

生活を営むことができるよう創作活動又は生産活動の機会を提供し、社会との交流の促

進その他の支援を行うことにより、利用者の社会的孤立感の解消及び心身機能の維持並

びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図ることを目的としています。 
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ア 支援方法 

①利用者が安心して過ごせる日中の交流の場を提供し、心身の回復を図る。 

②ボランティア等の協力を得ながら、社会との交流を促進する。 

③地域住民との交流を図り、障害への理解促進と啓発を行う。 

④本人のニーズに合わせた支援を行う。 

イ 利用者の状況  

利用者３２人（3/31 現在の内訳：登録者 31 人、試験通所者 1人） 

    ①利用状況     

                   年 度 

利用状況 
２９ ２８ ２７ 

開所日数/日 ２４４ ２４１ ２４１

登録者（試験通所者を含む） ３２ ３９ ３８

延べ利用者数/人 １,１６６ １,２０１ １,３５９

平均利用者数/日 ４．８ ５．０ ５．６

見学者 ９ ９ ９

相談件数 １２６ １４９ ２８３

②地域別内訳      （人）       ③男女内訳         （人） 

更埴 戸倉 上山田 

１５ ６ １１

④年齢別内訳         （人）    ⑤障がい別内訳＊重複 有  （人） 

【利用者の通所状況】 

昨年に比べ登録者数が７人減となりましたが、原因は死亡や入院・転出等の影響による

ものです。登録者３２人の現況については、当施設のみの利用が２０人、就労継続支援 B

型のチューリップの家を併用している利用者が８人、他施設(デイケア・その他)との併用

利用者が４人となっています。長期間利用のない方には地区担当保健師と連絡をとりなが

ら、利用再開できるよう本人のニーズに合わせ環境整備等を行いました。 

男性 女性 合計 

１９ １３ ３２

障がい種別 人数

精神障がい者 ３１

知的障がい者 ２

身体障がい者 ０

不明(受診なし) ０

年齢 利用者 男性 女性

１０代 ０ ０ ０

２０代 ３ ２ １

３０代 ６ ５ １

４０代 １０ ６ ４

５０代 ９ ４ ５

６０代 ４ ２ ２

平均年齢 ４１.６ ３９.５ ４４.６
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（５）戸倉上山田地域包括支援センター（高齢者相談センター） 

看護師、主任介護支援専門員、社会福祉士、介護支援専門員を配置し、戸倉・上山田 

地区の高齢者の「総合相談」の窓口として、専門職連携のもと課題の解決に努めました。 

   また、介護予防マネジメント業務として、要支援認定者の支援計画を作成（一部を外 

部の居宅介護支援事業所に委託）し、福祉サービス事業者との連絡・調整を行いました。 

■相談受付延べ件数 

①方法(手段)               ②相談者内訳 

  年度 

内訳 
29 28 比較 

   年度 

内訳 
29 28 比較 

電 話 3,383 3,378 5 家  族 1,213 1,148 65

来 所 175 211 △ 36 本  人 1,491 1,332 159

訪 問 1,003 848 155 関係機関 1,858 1,886 △ 28

ＦＡＸ 3 3 0 協力員 54 76 △ 22

メール 1 1 0 その他 28 42 △ 14

その他 79 43 36 計 4,644 4,484 160

計 4,644 4,484 160

■相談内容延数（重複あり） 

    年度

内訳 
29 28 比較 

介護問題 27 17 10

医療・疾病 1,045 956 89

介護機器 197 248 △ 51

家族関係 106 182 △ 76

生活住宅 1,130 977 153

経済問題 59 84 △ 25

在宅ｻｰﾋﾞｽ 354 334 20

保健ｻｰﾋﾞｽ 5 1 4

施設入所 246 284 △ 38

介護保険 2,910 2,155 755

地域支援 538 27 511

居宅介護支援 116 134 △ 18

権利擁護 69 90 △ 21

虐待防止 50 20 30

予防ﾌﾟﾗﾝ 1,097 1,360 △ 263

認知症 303 163 140

その他 66 87 △ 21

計 8,318 7,119 1,199
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■介護予防（二次予防）支援計画（ﾌﾟﾗﾝ）作成者数 

項目        年度 29 28 27 

事業対象者 ３１０ － －

要支援１ １，００６ ８６７ ７４９

要支援２ １，１８６ １，１８２ １，３９０

計 ２，５０２ ２，０４９ ２，１３９

○ 高齢者の総合相談窓口としての役割の充実を図り、前年度より 160 件増の相談を受付

けました。また、孤立、虐待、生活困窮など多様・複雑化した課題に対しても、各関係

機関との連携により、迅速・適切な対応を行いました。 

○ 相談延件数は、8,318 件で、前年度より 1,199 件増となり、相談内容別では、介護保険

に関する相談を筆頭に｢生活・住宅｣、｢介護予防プラン｣、｢医療・疾病｣の順となりまし

た。 また、制度では解決できない課題に関し「地域支援事業」に関する相談も 511 件

と急増し、認知症に関する相談も近年、増加傾向となっています。  

○ 介護予防支援計画作成者数は、2,502 件で前年度より 453 件増となり、そのうち、法改

正により介護予防が総合事業（介護予防・日常生活支援事業）に移行したことにより、

要支援認定外においても通所介護、訪問介護の利用が可能となる「事業対象者」の支援

計画作成者数も 310 件となりました。 

○ 今後も千曲市並びに更埴地域包括支援センターと連携し、「在宅医療・介護連携の推進」、 

「認知症施策の推進」、「地域ケア会議の推進」を図ります。 

（６）更埴地区老人大学・老人クラブ運営事業

老人大学は、各種活動を通じて高齢者としての教養を深め、お互いの仲間づくり、人

間性豊かな生きがいのある生活を送るため開校しています。

８０数名の受講生により推移していましたが、２９年度は９５名に増加しました。こ

のうち新入生は半数程度であり、複数年にわたる聴講生が相当数存在します。また、受

講生のうち男性の占める割合が少ないことは変わりがありません。

高齢者の生きがいづくりである老人クラブは、高齢化社会に進んでいるにもかかわら

ず加入者の減少が見られます。更に、役員のやり手が無く、休会するクラブが増えてお

り、新規会員増加が課題です。

①更埴地区老人大学

年度

利用状況

29 28 27 

学生数 講座回数 学生数 講座回数 学生数 講座回数

合 計 95 15 84 16 84 15

②老人クラブ

   年度

利用状況

29 28 27 

単老数 会員数 単老数 会員数 単老数 会員数

合 計 50 3,299 51 3,418 54 3,951

（７）家族介護者交流事業 

在宅介護者の交流や心身のリフレッシュを図るため各 11 支部で実施しました。
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（８）千曲市家族介護教室

高齢者を介護されている家族、地域で高齢者に関わる方等を対象に介護予防、認知症

予防、日常生活関連動作訓練等により健康維持への支援を目的に開催しました。

①「からだバー（身体バランス・動きを効果的にする機材）を使ってカラダもココロもスッキリ!と」

講師： 笠井 尚樹 氏（シーバススポーツクラブ篠ノ井・介護予防事業プログラムリーダー）

会場： 千曲市総合観光会館

回 期 日 内   容 参加者数

１ ８月３０日（水） 自分のカラダと向き合う  １８ 

２ ９月 ８日（金） カラダバーを使って≪上半身編≫  １４

３ ９月１３日（水） カラダバーを使って≪下半身編≫  １６

４ ９月２２日（金） カラダバーを使って≪バランス≫   ９

５ １０月４日（水） カラダバーを使って≪全身バランス≫  １１

計 ６８人

 ②「アンチ・エイジング！楽しく貯筋づくり」

    講 師：田上 仁 氏（ひのきの里ヒューマン・クォーレ代表）

    会 場：千曲市総合観光会館

回 期 日 内   容 参加者数

１ １１月１０日（金） 今、自分の体力を知ろう。片足立上がり、歩幅測定①  ２４ 

２ １１月１７日（金） 楽しく貯筋 1  ２２

３ １１月２７日（月） 楽しく貯筋 2  １９

４ １２月 １日（金） 楽しく貯筋 3  ２４

５ １２月 ８日（金） 変化はあったかな？片足立上がり、歩幅測定②  １６

計１０５人

（９）生活困窮者自立相談支援事業

      千曲市より委託を受け、生活困窮者の自立の促進を図ることを目的として、生活困窮 

者からの多様な複合的な課題についての相談に応じ、情報提供、助言、計画の作成、 

認定就労訓練事業の斡旋の支援を実施しました。 

・相談支援件数 ３，７６９件 

・新規相談者数   １４３人 

新規相談者の年齢別内訳                    （人） 

 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 年齢不明 

男 2  3   11   13   23    26  0 

女 2  4   12   13    8    25  1 

計 4  7   23   26   31    51  1 

・支援計画作成件数 ３５件 

・就 職 件 数 ２８件 

・生 活 保 護 申 請 １５件 
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（10）成年後見制度普及啓発等推進事業 

判断能力が十分でない認知症高齢者、知的障がい者及び精神障がい者が住み慣れた地 

域で安心して生活を継続できるよう、その権利を擁護するため成年後見制度の利用推進 

と、制度の普及啓発の推進を図りました。 

① 相談件数  

・新規３８件 ・延相談件数２４１件 

② 対象者別 

・認知症高齢者２０１件 ・知的障がい者１０件 ・精神障がい者５２件 

・その他（意識障がい等）１６件 

③ 相談内容 

・制度説明５７件 ・申立手続き支援５６件 ・後見候補調整９件  

・状況調査６７件 ・財産管理の相談２３件 ・申立て費用の説明２件 

・制度の必要性の相談、その他６４件 

④ 後見人等審判 １件 

⑤ 福祉サービス利用援助事業運営委員会（委員６人 ２回開催） 

・第 1回７月２７日(木) 第 2 回３月１日(木)  

委員６人（敬称略） 

和田誠一 山崎典久 

高澤尚能 小池正志 

水出和夫 若林今朝長 

⑥ 成年後見研修会：９月２５日(月) 総合観光会館 参加者４１人 
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                                   地域福祉部門 

８ 地域福祉推進事業

（１）連絡会議等の開催・参加 

①社協支部長会の開催 

支部活動の活性化に向け、地域福祉の現状や福祉課題について社協 11 支部長によ

る会議を開催しました。 

開催日 主な内容 

 5 月 12 日(金) 支部長会長、社協理事の選任について 

 6 月 9 日(金) 会費の納入、社協支部での地域課題について 

9 月 8 日(金) 共同募金運動の実施について、こども食堂等福祉活動について 

 1 月 26 日(金) 事業実績報告、共同募金配分金、家族介護者交流事業実績について 

②第７回千曲市社会福祉大会 

    ２年に１回、市内福祉関係者が集い地域福祉の発展に寄与された者に感謝するとと

もに、さらなる地域福祉の発展をめざして記念講演会を開催しました。 

開催日 場所 主な内容 

11 月 11 日(土) 戸倉創造館

大ホール 

参加者：217 人 

被表彰者：20 人 

講演：海洋冒険家 白石 康次郎氏 

   「夢 挑戦 そして人とのつながり」 

トークセッション：講師、上田情報ビジネス専門学校

副校長比田井和孝氏、上田情報ビ

ジネス専門学校学生 3人 

③第６６回長野県社会福祉大会 

毎年県内の福祉関係者が集い、先駆者への表彰を行うとともに、地域福祉の推進に

ついてそれぞれの立場から考える貴重な機会となる本大会に参加しました。 

開催日 場所 主な内容 

9月13日(水) 佐久市 

コスモホール 

参加者：18 人（理事、支部長、被表彰者） 

被表彰者：5人 

（２）地域福祉事業 

①ふれあい訪問事業（共同募金配分金事業） 

７５歳以上の一人暮らし高齢者、８０歳以上の高齢者のみ世帯、障がい者のみ世帯 

等のお宅を訪問する活動を通じて、ふれあいの機会づくりと安否確認を行うことを目

的に年 6回（奇数月）実施しました。 

対象者数内訳                              （人） 

     種類 

地区 
食事券 品物 合計 

更埴 2,604 3,013 5,617

戸倉 785 1,420 2,205

上山田 1,130 387 1,517

合計 4,519 4,820 9,339
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・配布協力：各地区の民生児童委員とボランティア 

（３）生活支援、相談事業 

①心配ごと相談（会費事業） 

市民の生活上の困りごと等について、相談員による心配ごと相談を定期的に開催し

ました。 

・相談日開所回数：月１日、年１２回（相談員 6名が 2名ごと交代で実施） 

・相談会場：ふれあい福祉センタ－更埴、千曲市ふれあい福祉センター 

・相談対応時間：午後１時３０分～４時（1人 45 分） 

・心配ごと相談受付件数２５件 

相談内容別件数 

日常生活 家庭、家族 児童 医療、介護 財産 その他 合計 

7 11 0 0 6 1 25 

・相談員６人（敬称略） 

・委員会の開催及び研修会  

開催日 場所 主な内容 

4 月 17 日(月) 
千曲市ふれあ

い福祉ｾﾝﾀｰ 

事業計画、研修会「千曲市生活就労支援センター

の現状と相談対応について」について 

2 月 9 日（金） 松本市 
県社協研修 

内容：「相談者の問題を解決へと導く面接技法」

②法律相談 

市民の抱える法律上の問題について、司法書士による法律相談を定期的に開催しま

した。 

・相談日開所回数：月２回、年２４回 

・相談会場：ふれあい福祉センタ－更埴、千曲市ふれあい福祉センター 

・相談対応時間：午後１時３０分～４時３０分（１人 45 分） 

・相談件数：９６件 

    ・主な相談内容:遺言、相続等 

③社協窓口相談 

市民の生活上の困りごと等の相談を社協職員が随時対応しました。 

・相談件数：８５件 

・主な相談内容：近隣の人間関係、生活費、家族間のトラブル等 

④結婚相談所(会費事業) 

真剣に結婚を考える独身男女を対象に、相談員によるアドバイスや出会いのイベン

ト等を開催し、成婚に向けたサポートを実施しました。 

    ・相談日の開所回数：毎月２回、年２４回（相談員 10 名が 2名ごと交代で実施） 

・相談会場：更埴文化会館、戸倉創造館 

・相談対応時間：午前９時～正午 

曽根直好 中村秀史 

多羅澤美惠子 山崎和子 

塚原弘昭 山口典子 
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・結婚相談員１０人（敬称略） 

北沢富美子 宮原雅子 

山本正勝 相澤美恵 

亘 亜紀子 太田美恵子 

中村松枝 髙橋良子 

山崎春美 宮原浜子 

・市内結婚相談員連絡会議 １０回（内２回坂城町合同） 

・イベントの開催 

期 日 内 容 参加者等 

6 月 24 日(土)

婚活力ｱｯﾌﾟ講座 

講師:コーティングアドバイザー  

鈴木優子 氏 

登録者、相談員等 48 人 

9 月 9 日(土) 
出会いのイベント 

戸倉 坂井銘醸 

男性 25 人、女性 22 人 

カップル 9組 

12 月 23 日(土)
クリスマスパーティー 

長野市 ﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ長野 

男性 17 人、女性 17 人 

カップル 6組 

2 月 24 日(土)
スプリングパーティー 

戸倉 笹屋ホテル 

男性 27 人、女性 26 人 

カップル 9組 

・相談活動状況(千曲市結婚相談所内)          （人） 

・紹介、見合い数(坂城町の結婚相談所登録者含む)   

区 分 人 数 

紹介数       197 

見合い数      50 

・成婚数 ８組 

⑤日常生活自立支援事業（県社協受託事業） 

高齢者、知的障がい者、精神障がい者等で判断能力が十分でない者を支援するため、 

11 人の生活支援員により、生活費の払い出しや福祉サービスの相談への支援を行いま

した。 

・契約状況内訳                            （人） 

対象区分 

契約・解約状況 
高齢者 知的障がい者 精神障がい者 合 計 

契約者数   37     21      9    67 

新規契約者   10     3      2    15 

解約者   7     0      0     7 

区 分 男 性 女 性   合 計 

新規登録者数 41 15 56 

登録者数 71 27 98 

平均年齢 40.9 36.0 38.5 

相談数 151 85 236 

説明・申請書渡し 27 17 44 

紹介希望者数 110 87 197 
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・相談援助件数                                 

高齢者 知的障がい者 精神障がい者 合 計 

     999     982     475     2,456 

⑥金銭管理・財産保全サービス（会費事業 日常生活自立支援事業の補完的事業） 

対象区分 

契約・解約状況 
高齢者 身体障がい者 その他 合 計 

契約者数   0     5      1    6 

新規契約者    0      3        1      4  

解約者    0     0       0      0  

 ・相談援助件数 

高齢者 身体障がい者 その他 合 計 

     0     58     14     72 

・生活支援員連絡会議 １０月１８日(水)、１０月２７日(金) 

⑦善意銀行(地域福祉振興基金益金) 

     市民の善意に基づく物品や金品をお預かりし、必要に応じて個人、団体へ提供しま

した。

【災害援護事業】 

・住宅火災見舞 2件、生活困窮者給付 0件  

・預託物品 市民より物品の預託を受け希望者へ配分した。 

        主な物品・・フェイスタオル、米、改良ねまき、介護用品、フードドライブ等 

        預託先・・・生活困窮者、社協介護保険事業所等 

⑧寄付金（地域福祉振興基金へ積立） 

    ・９件 計３６６，７１６円 

⑨生活福祉資金貸付事業(県社協受託事業) 

低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯の生活支援のため資金の貸し出しを行いま 

した。 

・貸付内容 

件数・金額 

種類 
件数 貸付金額 

緊急小口資金   4    265,000 

福祉資金   3     555,000 

教育支援資金   3  1,953,000 

合計   10 2,773,000 
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⑩助けあい資金貸付事業（原資：社協助けあい資金基金、生活福祉資金の補完的事業） 

 市内に居住する生活困窮者に対し応急援護のために１人３万円以内で貸し付けまし

た。 

・貸付内容 

件数・金額 

種類 
件数 金額 

貸付金   46  1,129,776 

償還金   141  1,087,300 

⑪資金貸付相談件数（社協の窓口、電話での相談受付件数） 

・１，０２７件 

（４）福祉団体への活動支援 

社協各 11支部については福祉活動事業の企画や協力、また、千曲市身体障害者福祉協会、

千曲市遺族会については事務的支援や事業の調整を行いました。 

（５）実習生の受け入れ 

    人材育成への協力として、福祉系大学等からの要請に応じ、社会福祉士資格の取得のた

めの実習生を受け入れました。 

・社会福祉士 相談援助実習 

   ・養成校からの受け入れ １人 １８０時間（８月、２月） 

９ ボランティア・市民活動交流センター運営事業（会費事業） 

（１）ボランティア・市民活動交流センター運営 

ボランティア活動の活性化や育成、また、相談に応じ、活動の紹介や市民への活動の 

意義の周知や各種団体との連携や調整を行い、誰もが等しく暮らしやすい地域の実現に

向け各種事業に取り組みました。 

①運営委員会の開催・・開催数２回 

開催日 場所 主な内容 

4 月 19 日(水) 
千曲市ふれあ

い福祉ｾﾝﾀｰ 

平成 29 年度事業計画について 

福祉活動事業助成金について 

9 月 26 日(火）    〃 長野ブロックﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ市民活動交流事業の協議 

2 月 27 日(火)    〃 事業報告、平成 30 年度事業計画ついて 

②機材の管理・貸出 

    プロジェクター、スクリーン、ＤＶＤ再生機、点字器、サロン用品他 

③ボランティア登録者 

    男性８６２人  女性２，３０３人  合計３，１６５人 １２９団体 
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④ボランティア保険加入数              （人） 

保険の種類 加入者数 

活動Ａプラン 2,128

活動Ｂプラン 119

天災Ａプラン 1

天災Ｂプラン 6

行事Ａプラン 7,331

福祉サービス総合補償Ａプラン 2,784

福祉サービス総合補償Ｂプラン 13,073

福祉サービス総合補償 Cプラン 495

⑤センター利用者延数   ７７２人  

⑥相談連絡調整延数    ９９１人 

（２）交流、活動の促進 

①第７回千曲市ふれあい広場の開催  

・日時：８月２７日（日）  

・場所：白鳥園南側イベント広場 

   ・実行委員５８団体 ８５人 実行委員会３回 役員会４回 

・来場者数 １３，０００人 

②長野ブロック事業 

・信州発ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・地域活動ﾌｫｰﾗﾑ １０月２８日(日）千曲市総合観光会館 350 人参加 

上記事務担当者会議９回 

・長野ブロックボランティア市民活動交流研究集会 １０月２８日（月） 

   ・長野ブロック社協職員研修会 坂城町テクノセンター １１月１８日（土） 

（３）情報提供 

市内の各種団体の活動紹介、先駆的取組みの紹介、各種イベントの募集等、市内外の 

ボランティアについての情報を発信しました。 

・全戸配布：社協だより(年 6回)、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ情報誌かけはしちくま（年 2回） 

・その他：支部情報誌、社協ホームページ,信濃毎日新聞、屋代有線等 

(４)ボランティア養成講座等 

住民の要請や希望に応じ、ボランティア活動を実施するための機会として講座を開設し 

ました。また、福祉教育の一環として子どもから高齢者まで、生涯にわたり人がひとを支

えるという活動の目的達成に向け各種活動を実施しました。 

①福祉施設ボランティア体験（サマ－チャレンジボランティア INちくま） 

   ・７月末～８月 参加者１９１人 

②いきいきサロンリーダー研修 内容「回想法」 戸倉創造館 

・６月３０日(金) 参加者５４人  

③千曲市総合防災訓練参加（災害救援ボランティアセンター設置訓練）

・９月３日(日)東小学校 
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④傾聴ボランティア講座 

・１１月２日(木)～１２月１４日(木)まで 参加者２７人 

（５）福祉教育の推進 

市内 17 校の福祉担当者が、学校での福祉教育活動の実践の紹介や情報交換を行う担当 

  者会議を開催しました。 

また、社協による福祉教育への助成金の説明等を行い、福祉教育と学校教育との連携と

協力について協議しました。 

①福祉教育担当者連絡会議 ５月２４日(水)千曲市ふれあい福祉センター 

   ②市内小学校９校、中学校５校、高校２校、養護学校１校 

   ③福祉教育の推進について、共同募金・福祉活動事業助成金説明、ふれあい広場参加 

協力 

（６）災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ立上げ運営講習会 参加者７４人 

社協が災害時に取り組む災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰの立ち上げ運営訓練を実施し、その役割につ 

いて市民に周知しました。 

   ・開催日：１月３１日(水) 

・会場：戸倉創造館 

   ・講師・協力：長野県社会福祉協議会地域福祉部 千曲市危機管理防災課 

（７）地域支え合い事業“つなぐ”

ひとり暮らし高齢者、高齢者世帯、障がい者のみ世帯の皆さん（つなぐ会員）のちょ 

っとした困りごとに、近所で支援できる者を登録し（助っ人会員）その困りごとの支援

をする地域支え合い事業“つなぐ”を実施しました。その際の対価として地域通貨券「ち

くま券」（２０分２００円の対価）を発行しています。 

   ①助っ人会員に関する研修 

・開催日：３月１日(木) 

・会 場：千曲市ふれあい福祉センター  

・４１名参加（一般含む） 

②つなぐ事業会員数 

10 社協相談支援事業 

障がい者の自立した生活を支えるため、抱える課題の相談や解決を図り、また、適切

な福祉サービスの利用に向けた計画を作成しました。 

（１）相談支援実績 

①契約者２５人 

・相談支援の利用者延人数（基本相談者数と計画相談者数の合計）           

障がい者 
合計 

精神 身体 知的 発達 

 395   39  21  0    455 

つなぐ会員 助っ人会員 協力店舗数 

利用者  １０５ 支援者 １００ １０８ 
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②支援方法別延件数                     

支援方法 電話 来所 訪問 合計 

相談件数 300  13  142  455 

③相談支援内容内訳件数  

支援内容 件数 

福祉サービスの利用に関する支援 342 

障がいや病状の理解に関する支援         3

健康・医療に関する支援 59 

不安の解消や情緒安定に関する支援 9 

保育・教育に関する支援 8 

家族関係や人間関係に関する支援               3

家計・経済に関する支援 13 

生活技術に関する支援              16

就労に関する支援 2 

    合  計           455

（２）関係機関との連携 

  ・千曲・坂城地域自立支援協議会：運営委員会、部会（相談支援部会、子ども部会）毎月 

  ・全体会（総会、研修会）年２回 

共同募金部門 

11 赤い羽根共同募金配分金事業 

（１）福祉活動団体活動助成(共同募金配分金事業) 

    赤い羽根共同募金運動による募金の配分金により、福祉団体やボランティア団体、ま 

た、学校等への福祉活動に対し、それぞれの活動の要請に応じ助成金を配分しました。 

・配分実績 

件数・金額 

種類 
主な配分先団体 件数 配分金額 

老人福祉活動 老人クラブ  1     100,000 

障害児・者福祉活動 

千曲市身体障害者福祉協会、

千曲市聴覚障害者福祉協会、

手をつなぐ育成会、千曲手話

サークル等 

 11      510,000

児童・青少年福祉活動 

市内 9小学校、5中学校、 

2 高校、 

9 児童館・児童センター 

25      740,000

育成・援護・組織化活動 

えんぴつの会、園芸福祉ﾎﾞﾗ

ﾝﾃｨｱ、おさんぽ会、傾聴ﾎﾞﾗ

ﾝﾃｨｱ、認知症の会等 

 37 1,405,000

合計   74 2,755,000
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（２）ふれあい活動助成（いきいきサロン、子育てサロンへの助成） 

・配分実績 

件数・金額 

種類 
主な配分先団体 件数 配分金額 

育成・援護・組織化活動 いきいきｻﾛﾝ、子育てｻﾛﾝ  92  1,703,700 

・サロン登録９２団体（高齢者関係 80 団体、子育て支援関係 12団体） 
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児童館・児童センター部門 

12 児童館・児童センター管理運営

市内 9ヶ所の児童館・児童センターについて千曲市から５年間の指定管理（H28 年度～ 

H32 年度）を受け「児童に健全な遊びを与え、健康を増進し、情操を豊かにする」ことを

目的に多くの行事、催し物を企画・実施しました。 

（１）児童館・児童センター利用状況 

就労支援の放課後児童健全育成事業である児童クラブ（登録）利用児童数は、少子化

の影響により各小学校への入学児童数が減少しているものの、共働き家庭の増加により、

近年増加傾向にあります。平成２９年度の登録児童の延べ利用数は昨年度と比べ４，５

１４人減少しましたが、夏休み等の小学校長期休業中等に一時的に利用できる一時登録

児童延べ利用数は昨年度と比べ９２２人増加しました。

平成２７年度から放課後児童クラブ利用対象児童が６年生までに拡大され、開館時間

も午後７時まで延長となり利用者の利便性の向上が図られましたが、一方で定員を超え

るセンターが多く、４年生以上の受入れが困難な状況もありました。

稲荷山児童センターでは耐震改修工事（期間：Ｈ29.11.27～Ｈ30.3.23）が実施され、 

工事期間中の放課後児童クラブは治田小学校内で実施しました。 

児童クラブ及び一般利用状況                        （人） 

利用児童数

児童館名

29 

児童ｸﾗﾌﾞ（登録） 児童ｸﾗﾌﾞ（一時） 一般利用 

延べ利用

児童数

1日平均 

利用人数

（土日祝除く）

延べ利用

児童数

1日平均利

用人数 

延べ利用

児童数 

1日平均 

利用人数 

埴生児童センター 15,265 62.4 688 2.4 79 0.3

稲荷山児童センター 12,093 49.8 1,091 3.7 1 0.0

屋代児童センター 14,243 57.8 1,016 3.5 21 0.0

八幡児童センター 8,981 36.8 846 2.9 0 0

東部児童センター 12,972 52.6 1,396 4.8 8 0.0

戸倉児童館 8,926 36.5 653 2.2 174 0.6

更級児童館 6,421 26.1 556 1.9 155 0.5

五加児童館 9,035 36.8 1,689 5.8 534 1.8

上山田児童館 3,199 9.0

合  計 87,936 7,935 4,171

（２）子育て支援利用状況

子育て支援として、主に未就園の乳幼児と保護者を対象に午前中の開館や行事等を実

施しましたが、延べ利用保護者・乳幼児数は昨年度より６６０人減小しました。共働き

家庭の増加等による未満児の保育園利用等の理由により、未就園児親子の利用が減少傾

向にあります。

放課後児童クラブを実施していない上山田児童館は、地域のボランティアの方々と協
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働で事業を実施するとともに子育て支援事業を地域回覧版で周知する等広報に力を入

れました。

また、子育て支援ｾﾝﾀｰと共催で各館で年７回実施した子育て広場については予定を社

協広報誌やホームページ等で周知を図りました。

稲荷山児童センターでは耐震改修工事（期間：Ｈ29.11.27～Ｈ30.3.23）が実施され 

児童センターが使用できなくなったため、工事期間中の子育て支援事業は中止しました。

利用状況  （人）

子育て支援利用者数

児童館名

29 

延べ利用保護者・乳幼児数 1日平均利用人数 

埴生児童センター 336 1.7

稲荷山児童センター 206 1.6

屋代児童センター 303 1.5

八幡児童センター 235 1.2

東部児童センター 303 1.5

戸倉児童館 222 0.8

更級児童館 648 3.2

五加児童館 320 1.6

上山田児童館 1,096 3.1

合  計 3,669
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介護保険事業部門 

13 介護保険事業             

千曲市社会福祉協議会では、居宅介護支援事業をはじめ訪問介護、通所介護、訪問入浴

事業及び地域密着型である認知症対応型通所介護、短期入所事業を経営しています。

介護保険収入は、介護報酬の改定による報酬単価の引き下げにより、前年度を大きく下

回る金額で推移し、各介護保険事業所の運営はもとより、法人運営に及ぼす影響も大きく

厳しい状況となりました。

   また、２９年４月から介護保険法の一部改正により、介護予防事業の所管が千曲市に移 

行され介護予防・生活支援サービス事業が訪問型と通所型類型となる総合事業に移行され 

ました。要支援認定外でも、指定要件を満たした者については「事業対象者」として、訪 

問介護と通所介護に限り利用が可能となりました。 

   千曲市社会福祉協議会では、訪問介護事業所において、介護予防生活支援サービス事業 

（生活援助中心）が市の指定事業者として、新たにサービスを開始しました。 

■介護保険指定事業所一覧

事業所名 種別 所在地

1 社協 居宅介護支援事業所 居宅支援 千曲市大字杭瀬下 13 番地 1 

2 戸倉上山田居宅介護支援事業所 居宅支援 千曲市大字磯部 1110 番地 1 

3 社協ヘルパーステーション 訪問介護 千曲市大字杭瀬下 13 番地 1 

4 更埴デイサービスセンター 通所介護 千曲市大字杭瀬下 870 番地 

5 稲荷山デイサービスセンター 通所介護 千曲市大字稲荷山 2130 番地 

6 戸上デイサービスセンター 通所介護 千曲市大字磯部 1110 番地 1 

7 戸上デイサービス（認知対応型） 通所介護 千曲市大字磯部 1110 番地 1 

8 戸倉短期入所事業所 短期入所 千曲市大字磯部 1110 番地 1 

9 戸上訪問入浴ステーション 訪問入浴 千曲市大字磯部 1110 番地 1 

■介護保険収入推移           （単位：千円）

年 度 29 28 27 

介護保険収入 315,741 326,528 357,246

（１）居宅介護支援事業

介護サービスを受ける際に必要となる支援計画（ケアプラン）並びに介護予防支援

計画の作成を行いました。介護全般に関する相談をはじめ、サービスの総合的、利用

者等の要望に沿ったサービスを提案し必要な機関、介護サービス事業者との連絡、調

整を行いました。 

■支援計画（ｹｱﾌﾟﾗﾝ）作成件数（事業所別）               （件）

区 分 29 28 27 

社協居宅  １，６８１ １，４９５ １，４６５

戸倉上山田居宅 １，３２２ １，２０８ １，３１９

計 ３，００３ ２，７０３ ２，７８４
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①社協居宅介護支援事業所

・開設日数：２４５日（年末年始、祝日を除く、月～金曜日）

・平均作成件数：１４０件／月 （前年度 124.5 件） 

・ケアマネ一人あたり件数／月：２８．０件 （前年度 31.1 件） 

■支援計画（ｹｱﾌﾟﾗﾝ）作成件数（介護度別）              （件）

区 分 29 28 27 

事業対象者 １２ － －

要支援 １３９ ６３ ５０

要介護(1～5) １，４８２ １，３９６ １，３８４

申請中 ４８ ３６ ３１

合 計 １，６８１ １，４９５ １，４６５

②戸倉上山田居宅介護支援事業所

・開設日数：２４５日（年末年始、祝日を除く、月～金曜日）

・平均作成件数：１１０件／月 （前年度 100.6 件） 

・ケアマネ一人あたり件数／月：２７．５件 （前年度 25.1 件） 

■支援計画（ｹｱﾌﾟﾗﾝ）作成件数（介護度別）              （件）

区 分 29 28 27 

事業対象者 ０ － ０

要支援 １０３ ５９ ４８

要介護(1～5) １，２０８ １，１４１ １，２６７

申請中 １１ ８ ４

合 計 １，３２２ １，２０８ １，３１９

《評価と課題》 

○ 介護支援専門員として資質の向上を図り、ケアマネジメント業務充実に努めました。 

○ 介護予防事業において新たな区分となった「事業対象者」など軽度認定者が増加し、

要介護 3～5の介護度の高い利用者の作成件数は減少傾向です。 

○ 社協居宅介護支援事業所では、ケアマネを増員し支援計画作成件数は、増えましたが、

ケアマネ一人あたり件数／月は、減少しました。今後は、さらに医療機関やサービス

提供事業者と密に情報交換を行い、利用者拡大に努めます。 

（２）訪問介護事業

介護が必要な高齢者に対し、自立した日常生活が送れるよう入浴や排せつ介助等の

身体介護や炊事や洗濯、清掃等の生活援助など、身体の状況に応じたサービスを提供

しました。

①社協ヘルパーステーション

・開設日数：３６５日

・1日平均利用回数：３１．６回（前年度 28.8 回）

・平均介護度：１．９（前年度 2） 
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■実利用者数（介護度別）                      （人）

区 分 29 28 27 

介護予防生活支援（事業対象者含む） １６５ － －

要支援 ９８ ２６４ ３０４

要介護(1～5) ４７８ ４６４ ４７１

申請中 １６ １０ １２

合 計 ７５７ ７３８ ７８７

■サービス別延べ利用回数                      

区 分 29 28 27 

介護予防（H29 から生活支援含む） １，２２９ １，２１８ １，５５２

身体介護 ７，５１０ ６，９１１ ９，０７０

身体生活 １５２ １４ ９７１

生活援助 ２，６４７ ２，３８２ １，１２７

合 計 １１，５３８ １０，５２５ １２，７２０

《評価と課題》 

○ 介護保険法の一部改正により、利用者が混乱なく「介護予防・日常生活支援総合事業」

へスムーズに移行できるよう制度説明をしました。 

○ 介護度が高い利用者が増えたため、身体介護、身体生活の訪問回数が増加し、介護報

酬収入増となりました。 

○ サービスを提供する時間帯が朝・昼・夕食の時間帯に集中しており、人手不足のため、

ご利用者ニーズに応えられない場合もあります。また、急な新規訪問依頼や困難ケー

ス等に対応できるよう登録ヘルパーやパートヘルパーの確保並びに増員を図ります。 

○ 新規受入れＰＲを積極的に行い、利用者の増加を図ります。 

（３）障がい者訪問介護事業（自立支援事業）

ヘルパーが障がいのある方のお宅へ訪問し、家事の援助や身体介護サービス、外出

時の支援を行いました。 

■延べ利用人数                            （人）

区 分 29 28 27 

利用実人数 ２３９ ２２９ ２５５

延べ利用人数 １，４４９ １，７９２ １，９７６

■サービス内容別延べ利用回数               

区 分 29 28 27 

身体介助 ４１９ ８５６ １，１２３

同行援護 ２７１ ２０１ ２０１

通院介助 ０ ０ ０

家事援助 ７５９ ７３５ ６５２

計 １，４４９ １，７９２ １，９７６
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《評価と課題》 

○ 外出支援へのニーズがあり、同行援護の利用者が増えました。引き続き同行援護等の

資格取得を積極的に取組みます。 

○ 新規受入れＰＲを積極的に行い、利用者の増加を図ります。 

（４）軽度生活援助事業（受託事業）

介護認定までいかない在宅のひとり暮らし等高齢者を週 1 回程度、ヘルパーが訪問

して家事援助サービスを行いました。 

■延べ利用人数                            （人）

区 分 29 H28 27 

利用実人数 １ １ ２

延べ利用人数 ２４ ２４ ７２

《評価と課題》 

○「介護予防・日常生活支援総合事業」の訪問介護「予防生活支援」に移行するため、

平成２９年度末をもって廃止となりました。 

（５）通所介護事業

虚弱な高齢者、寝たきりの高齢者に対し食事、入浴、機能訓練などのサービスを提

供し、社会的孤立感の解消や心身機能の維持向上を図るとともに、家族の身体的、精

神的な負担軽減に心がけ、事業を展開しました。

■実利用者数及び延べ利用人数推移（事業所別）             （人）

事業所名
29 28 27 

実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数

更 埴 735 6,812 712 6,297 722 6,236

稲荷山 582 5,352 687 6,669 786 7,740

戸 上 1,154 8,123 1,246 8,424 1,351 9,005

〃（認知対応型） 236 1,811 244 1,970 263 2,089

合計 2,707 22,098 2,889 23,360 3,122 25,070

①更埴デイサービスセンター （定員 30人／日） 

・開設日数：３１０日（年末年始を除く、月～土曜日）

・1日平均利用者数：２１．９人（前年度 20.3 人） 

・稼働率：７３．２％（前年度 67.7％） 

・平均介護度：２．２ （前年度 2.3）  中重度割合３５％（前年度 39％）

■実利用者数及び延べ利用人数推移（介護度別）            （人）

区分
29 H28 27 

実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数

予防生活支援 64 411 － － － －

要支援 81 564 117 713 125 781

要介護 581 5,784 584 5,506 589 5,407

申請中 9 53 11 78 8 48

合計 735 6,812 712 6,297 722 6,236
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②稲荷山デイサービスセンター （定員 30 人／日） 

・開設日数：３１０日（年末年始を除く、月～土曜日）

・1日平均利用者数：１７．２人（前年度 21.5 人） 

・稼働率：５７．５％（前年度 71.7％） 

・平均介護度：２．１（前年度 2.1） 中重度割合３３％（前年度 34％） 

■実利用者数及び延べ利用人数推移（介護度別）            （人）

区分
29 28 27 

実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数

予防生活支援 42 282 － － － －

要支援 56 450 90 681 131 1,043

要介護 467 4,523 581 5,863 641 6,593

申請中 17 97 16 125 14 104

合計 582 5,352 687 6,669 786 7,740

③戸上デイサービスセンター （定員 40人／日） 

・開設日数：３１０日（年末年始を除く、月～土曜日）

・1日平均利用者数：２６．２人（前年度 27.1 人） 

・稼働率：６５．５％（前年度 67.9％） 

・平均介護度：１．６（前年度 1.8） 中重度割合１９％（前年度 26％） 

■実利用者数及び延べ利用人数推移（介護度別）            （人）

区分
29 28 27 

実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数

予防生活支援 167 911 － － － －

要支援 186 1,047 365 1,982 392 1,919

要介護 800 6,160 879 6,434 955 7,048

申請中 1 5 2 8 4 38

合計 1,154 8,123 1,246 8,424 1,351 9,005

④戸上デイサービスセンター認知対応型 （定員 9人／日） 【地域密着型事業所】

・開設日数：３１０日（年末年始を除く、月～土曜日）

・1日平均利用者数：５．８人（前年度 6.3 人） 

・稼働率：６４．９％（前年度 70.6％） 

・平均介護度：２（前年度 2.2） 中重度割合２９％（前年度 35％） 

■実利用者数及び延べ利用人数推移（介護度別）            （人）

区分
29 28 27 

実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数

予防生活支援 0 0 － － － －

要支援 4 23 8 44 1 9

要介護 230 1,786 233 1,896 260 2,068

申請中 2 2 3 30 2 12

合計 236 1,811 244 1,970 263 2,089
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《評価と課題》 

○ 稼働率70％以上を達成できた事業所は、更埴デイサービスセンターのみとなりました。

特に、利用者の介護度が重度から介護度1・2の軽度となり、利用日数等の減が介護保

険収入に影響しました。 

○ 市民から選ばれる事業所になるために「特色のあるデイサービス」として、更埴デイ

（貯筋運動）、稲荷山デイ（選択型ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）、戸上デイ（温泉）を掲げアピールしてき

ました。今後も、地域に必要とされる、特色あるデイサービスとして日々工夫を重ね、

ケアマネ・病院等関係機関に情報紙等でＰＲを行っていきます。 

○ ご利用者から満足度のあがる質の高いサービスが提供できるよう、職員会やケース検

討会を充実させ、利用者の運動機能・生活機能の維持向上、認知症予防に努めます。

○ デイサービスセンターでは、利用者の介護度が中重度から軽度の利用者が大半になっ

てきています。軽度者中心にシフトを図るため、軽度の利用者に対応できるプログラ

ム・環境づくり（自立支援）に努めます。 

（６）短期入所事業

虚弱な高齢者、寝たきりの高齢者等を対象に短期間、施設に宿泊し食事や入浴、機

能訓練等、日常生活に必要なサービスを提供するとともに家族の身体的・精神的な負

担軽減を心がけ事業を展開しました。 

①戸倉短期入所事業所 （定員 6人／日） 【地域密着型事業所】 

・開設日数：３６５日

・1日平均利用者数：５．７人（前年度 5.7 人） 

・稼働率：９６．２％（前年度 95.9％） 

・平均介護度：２（前年度 2.6）  中重度割合３３％（前年度 50％） 

■実利用者数及び延べ利用人数推移（介護度別）            （人）

区分
29 28 27 

実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数

要支援 5 15 1 4 0 0

要介護 320 2,090 362 2,098 395 2,105

申請中 1 3 0 0 2 1

合計 326 2,108 363 2,102 397 2,106

《評価と課題》 

○ 市内には、長期入所系施設が多く新設されている中、毎年稼働率 95％以上と安定して

いますが、前年度より中重度の利用者が大きく減りました。今後も利用者のニーズに

沿いながらサービスの提供に努めます。 

（７）訪問入浴事業

    自宅の浴槽で入浴が困難な方に対し、看護師、介護福祉士等により専用の入浴車で

自宅へ訪問し、戸倉地域福祉センターの温泉を利用した入浴介助を行いました。 

①戸上訪問入浴ステーション 

・開設日数：２５８日（年末年始を除く、月～金曜日）
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・1日平均利用者数：５．６人（前年度 6.5 人） 

・平均介護度：４．１（前年度 4.2）

■実利用者数及び延べ利用人数推移（介護度別）            （人）

区分
29 28 27 

実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数 実利用者数 延利用人数

要支援 0 0 0 0 0 0

要介護 291 1,432 316 1,664 397 2,126

申請中 4 24 4 16 7 15

合計 295 1,456 320 1,680 404 2,141

《評価と課題》 

○ 介護度が高い利用者が中心であるため、年々利用者は、減少傾向です。 

○ 介護度が高い利用者が多いため、入院・施設入所等で不安定な利用状況ですが、ケア 

マネ事業所等を訪問して、空き情報等の情報提供や連携を深め、新規利用者の獲得や利

用回数の増加につなげるよう努めます。

（８）身体障がい者訪問入浴サービス事業（受託事業） 

家庭において入浴が困難な身体障がい者に対して移動入浴車での訪問入浴サービス

を提供しました。

■延べ利用人数                            （人）

区 分 29 28 27 

利用実人数 ４６ ４６ ４０

延べ利用人数 ２１６ ２１４ ２０８

《評価と課題》 

○ 新規受入れＰＲを積極的に行い、利用者の増加を図ります。 
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14 身体障がい者等支援事業 

（１）身体障がい者入浴サービス事業

更埴デイサービスセンターの特殊浴槽を利用して、送迎付での入浴サービスを実施し 

ました。（週１回金曜日に実施）。

年 度 29 28 29 

利用者数（人） １ １ １

延べ利用回数（回） １６ ２５ ２５

（２）身体障がい者デイサービス事業

戸上デイサービスセンターを利用で実施し一人あたり週１回の利用です。

年 度 29 28 27 

利用者数（人） ２ ２ ２

延べ利用回数（回） ９３ ９５ ８９

（３）緊急短期保護事業

居宅で寝たきり高齢者等を介護している者が介護できない状態（冠婚葬祭、疾病、

事故等）になった場合に、当該高齢者を一時的に戸倉短期入所事業所で保護します。

年 度 29 28 27 

利用者数（人） ２ ６ ３

延べ利用日数（日） ５ １９ ５

（４）貸切温泉風呂事業

千曲市戸倉地域福祉センターの個室浴室（温泉引湯）を、身体に障がいがありかつ

自宅や一般温泉施設等での入浴が困難な方に貸し出し温泉入浴を提供。

年 度 29 28 27 

利用者数（人） ５ １０ ２２

延べ利用回数（回） ６８ １７ ７０

《評価と課題》 

○ 身体障がい者入浴サービス事業並びに身体障がい者デイサービス事業の利用者数・延

べ利用回数は、前年度とほぼ同じ実績でした。 

○ 身体障がい者等支援事業について、利用向上を図るため、さらにホームページ、社協

だより等を通じ市民への情報発信に努めます。 
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15 貸出事業 

（１）車いす貸出し事業

高齢者、障がい者に対する一時的(短期間)な車いすの貸出します。 

年 度 29 28 27 

貸出回数（更埴地区）（件） １０１ ７２ ９０

  〃 （戸上地区）（件） ６０ ９８ ７０

計 １６１ １７０ １６０

（２）移送自動車（福祉車両）の貸出（補助事業） 

高齢者、障がい者に対し、通院等の外出支援のため、車いすまたは寝台（ストレッチ

ャー付）のまま乗降可能な福祉車両の貸出します。

■登録者数の推移

年 度 29 28 27 

登録者数（更埴地区）（人） ６３ ６５ ７６

〃  （戸上地区）（人） ３６ ３５ ３４

計 ９９ １００ １１０

■福祉車両の種類と延べ貸出回数推移 

年 度 29 28 27 

更埴 
車いす乗降車両(軽)・ｼｰﾄﾘﾌﾄ付 3 台   （回） ２７０ ２７８ ２７３

寝台(ｽﾄﾚｯﾁｬｰ付)車両 1 台 （回） ３７ ４６ ６０

戸上 
車いす乗降車両(軽)  1 台  （回） １７６ １７３ ２００

寝台(ｽﾄﾚｯﾁｬｰ付)車両  1 台 （回） ４５ ４１ ４７

計 ５２８ ５３８ ５８０

《評価と課題》 

 ○登録者数と車いす乗降車両の貸出回数が微減しました。 

  ○ 購入から１０年以上経過した福祉車両があるので、車両更新計画に沿って車両を更新

していきます。また、日本財団等の各種助成金の申請を行います。 

○ 引き続き、市民への情報発信に努めます。 

16 実習生等の受入れ

学校名 人数 実習受入れ先

千曲市立屋代中学校 ２ 更埴ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

長野女子短期大学 ３ ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ

信州医療福祉専門学校 ３
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ、更埴ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ、稲荷

山ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

長野県立上田千曲高等学校 １ ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ

計 ９ （前年度 15 人） 
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17 会議・研修

（１）介護保険事業所長会議

毎月、介護保険事業所運営の適正かつ効果的な執行を図るため、所長会議を開催し、 

介護保険事業所の経営状況を把握しながら経営戦略等について協議しました。 

（２）戸上デイサービスセンター（認知対応 地域密着型）運営推進会議

項 目 内  容

第１回

運営推進会議

開催日 ７月２７日(木) 

内 容

・運営委員の委嘱

（区長、家族代表、民生児童委員、地域代表、社協支部長他 計 7 人）

・戸倉地域福祉ｾﾝﾀｰ建物の概要と社協運営の介護保険事業所

・戸上ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ(認知対応)事業概要 

・意見交換 他 

＊28 年度法改正により「地域密着型事業所」においては、地域の連携

と運営の透明性の確保を目的に推進会議の設置が義務化されました。

（３）千曲市しなのの里ゴールドプラン２１推進委員会並びに千曲市地域包括支援

センター運営協議会

項 目 内  容 

第 1 回推進委員

会並びに第 1回

運営協議会 

期  日 ６月２９日(木) 

協議事項（推進委員会）

・平成 28年度介護保険事業概要(報告) 

・地域密着型ｻｰﾋﾞｽ等事業者指定(総合事業事業者指定) 

・平成 28年度高齢者福祉ｻｰﾋﾞｽ事業状況 他 

協議事項（運営協議会）

・平成 28年度業務報告・決算 

・平成 29年度業務計画・予算 

第 2回推進委員会 期  日 ９月２１日(木)

協議事項

・第 7期（30 年度～32年度）老人福祉計画・介護保険事業計画

の策定に向けた基本指針(考え方) 

・高齢者福祉事業（第 6期の現状と 7期の方向性） 

・地域包括支援ｾﾝﾀｰ関係事業の第 6期の現状と 7期の方向性 

・高齢者実態調査について(結果) 

・地域密着型ｻｰﾋﾞｽ等事業者指定

第 3回推進委員

会並びに第 2回

運営協議会 

期  日 １１月３０日(木) 

協議事項（推進委員会） 

・第７期しなのの里ｺﾞｰﾙﾄﾞﾌﾟﾗﾝ 21（素案） 

・認知症総合支援事業（認知症初期集中支援ﾁｰﾑ）の活動状況 
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・地域密着型ｻｰﾋﾞｽ及び介護予防･日常生活支援総合事業に係る

事業所指定 

協議事項（運営協議会）

・平成 29年度上半期地域包括支援ｾﾝﾀｰ総合相談支援事業の状況

第 4回推進委員

会並びに第 3回

運営協議会 

期  日 ３月１日(木) 

協議事項（推進委員会） 

・第７期しなのの里ｺﾞｰﾙﾄﾞﾌﾟﾗﾝ 21（案） 

・第７期介護保険料（案） 

・地域密着型ｻｰﾋﾞｽ及び介護予防･日常生活支援総合事業に係る

事業所指定 

協議事項（運営協議会）

・今後の地域包括支援ｾﾝﾀｰのあり方 

・指定介護予防支援事業及び第１号介護予防支援事業に係る指

定居宅介護支援事業所との新規委託契約 

（４）千曲市虐待防止ネットワーク会議「高齢者虐待対策部会」

項 目 内  容

第1回高齢者虐

待対策部会 

期  日 ８月８日(火) 

協議事項

・平成 28年度虐待件数（状況） 

・平成 28年度部会活動について 

成年後見制度啓発等推進事業受託者(社協) 「講演会」 

認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座、人権研修会、出前講座 

・平成 29年度部会の活動について（取組）

（５）長野圏域介護保険事業者連絡協議会

項 目 内  容

総 会 期 日 ６月２８日(水) 

内 容 

・平成 28年度事業報告・決算、平成 29年度事業計画・予算 

・記念講演

 演題「介護人材の確保と長く働ける労働環境の整備の仕方」

 講師 社会保険労務士 木島 好禅 氏（上田市真田町）

第１回研修会 期 日 １０月２６日(木) 

内 容

・講演

演題『介護ｻｰﾋﾞｽ事業者に求められる｢自立支援｣とは

～2018 年介護保険法改正・報酬改定に向けて～』

講師 医療法人社団 緩和ケアクリニック・恵庭

介護部門統括責任者 山下 総司 氏

第 2回研修会 期 日 ２月２３日(金) 

内 容
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・講演

  演題「今後の介護事業経営で介護保険事業者に求められること」

～介護保険制度改正と介護報酬改定のﾎﾟｲﾝﾄ解説～

講師 厚生労働省 老健局総務課 介護保険指導室

室長補佐 櫻井 宏充 氏
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                                 就労支援事業部門 

18 チューリップの家事業

（１）事業の目的

障害者総合支援法に基づき、一般企業での就労が困難な障がい者を対象に、働く場を

提供するとともに、一般就労等に向けた知識・能力の向上に必要な支援・訓練を行いま

した。

（２）運営の実績

①就労継続支援Ｂ型  定員 ２０人 

②利用者の状況             （人）

登録利用者人数 29 28 27 

男 9 9 9 

女 8 9 9 

合計 17 18 18 

新規登録者 男性 ２人 女性 １人 合計 ３人  

退所者   男性 ２人 女性 ２人 合計 ４人  

③年齢別登録人数             （人）

年 齢 男 女 計 

～19 0 0 0 

20～29 1 2 3 

30～39 3 4 7 

40～49 2 2 4 

50～59 2 0 2 

60～69 1 0 1 

７０歳以上 0 0 0 

合 計 9 8 17 

④施設の利用状況                        

項 目 29 28 27 

開所日数（日） 267 272 273 

登録人員（人） 17 18 18 

利用延人員（人） 3,282 3,505 3,260 

1 日平均利用者数（人） 12.3 12.9 11.9 

※登録人員は３月末の時点での人数です。

⑤喫茶営業                         

項 目 29 28 27

営業日数（日） 107 111 105 

来客者数（人） 2,934 2,777 2,502 

1 日平均人数（人） 27.4 25 23.8 
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※毎週水･木曜日営業（祝祭日は除く）の他、依頼に応じ臨時営業を行っています。

⑥菓子製造・販売                      

項 目 29 28 27 

営業日数（日） 192 174 175 

来客者数（人） 869 984 869 

1 日平均人数（人） 4.5 5.7 4.9 

※毎週火～金曜日営業（祝祭日は除く）

※上記人数はお菓子工房に来店されたお客様の人数で、出店販売や大口予約配達等は含

まず。

⑦利用者支援の実績

   ア 工賃の支払い

・工賃総額        ３，８９０，７００ 円 

・月一人当たり平均工賃     ２０，０５５ 円 

・時給                ３０６ 円 

イ 毎日の作業量を明示することで、情報の共有化を図り、作業への責任感や達成感

を得られるよう支援しました。

  ウ 千曲市の保健師との連携を図り、利用者が地域での生活がしやすくなるよう支援

    しました。

（３）訓練内容

①作業訓練

ア 自主作業

・喫茶営業（毎週水・木曜日の通常営業の外、実施した出張営業・臨時営業の実績）

  ・出張喫茶

項 目 29 28 27 

出張回数（回） 13 8 8 

来客人数（人） 321 150 166 

1 日平均人数（人） 24.6 18.8 20.7 

・臨時営業

項 目 29 28 27 

営業日数（日） 7 9 8 

来客数（人） 163 144 83 

    ・新メニューの開発販売 

     ・あんずラッシー（杏都「アプリコットドリンクプロジェクト」） 

     ・あんずドレッシング（千曲市産あんずピューレ使用） 

     ・肉うどん 

イ 菓子製造・販売 

〇製造 

    ・販売用の菓子製造（ケーキ・クッキー） 

・原料となる、あんずジャム、あんずのシロップ漬け等の製造。 
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 ○新製品の開発販売 

 ・えくぼちゃんクッキー、釜だしプリン、みかん＆レモンゼリー、紅茶ゼリー、 

紫いも、レアチーズケーキ、杏みつ白玉、シフォンサンド、ブラウニー、 

チョコバナナシフォン 

ウ 販売               

    ・毎週火～金曜日「お菓子工房ちゅーりっぷ」にて手作り菓子販売 

    ・「お菓子工房ちゅーりっぷ」創業祭の開催         ４月２５日～２９日 

    ・年明けに福袋を販売（クッキー詰合、買い物券、飲料、手作り小物等 10 セット） 

    ・バレンタインギフトセットの販売（ブラウニー等） 

エ その他

・アルミ缶回収、小物製作 、畑作業、花壇作り、パソコン作業

オ 受託作業

・箱折り、ホテル洗面用具セット袋詰、菓子の袋シール貼り、ラベンダー選別作業

・赤い羽根カード入れ等

カ 販売活動

〇出張販売

・毎週火曜日（千曲市ふれあい福祉センター、千曲市役所戸倉庁舎）

・第２・第４・第５水曜日（グル―プホームまゆ更科）

・第１・第３水曜日（埴生中学校） 

・毎週金曜日（篠ノ井橋病院） 

・第２火曜日（稲荷山養護学校、稲荷山デイサービスセンター）

・第４火曜日（更埴デイサービスセンター）

・第４週を除く毎週金曜日（千曲市役所更埴庁舎、千曲警察署、更埴居宅・ヘルパー

センター） 

〇各種イベント等の出店

・千曲市内 4事業所合同出店：7～8月市民プール売店 

・主なイベントへの出店：戸倉・更埴芸術文化協議会、福祉の夢まつり 

産直市場ヤマサン、平和のつどい（県連合婦人会） 

ふれあい広場、おはなしカーニバル、千曲川ブランド 

埴生小フェスタ、パパママ教室、八幡公民館文化祭等 

〇委託販売 

・手作り小物や入浴セット、クッキーの委託販売 

販売先：坂井銘醸(株)、つるの湯、笹屋ホテル、荻原館、市役所売店 

ハピスポひろば（県社協）  

②生活訓練 

ア 清掃   

・１日１回毎日実施 

イ 話し合い 

・１日１回（朝の会）…作業予定、各種連絡事項、利用者間の連絡事項、行事予定の 

確認等。 

項 目 29 28 27 

出張数（回） 29 31 36 
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③社会訓練 

   ア 施設外訓練             

・宿泊体験研修 笹屋ホテル                １２月２７～２８日 

・平成 29年度精神保健セミナー参加 （圓山荘）                ３月２日 

イ 施設内訓練  

・防災、避難訓練（講師：消防署員、内容：地震・火災を想定した通報、避難誘導 

消火訓練実施）          ４月２４日、１０月３０日 

    ・さんさんネット企画「作って食べようティータイム」          １１月２３日 

④研修・学習会等 

ア 研修視察 

・かまどカフェ小春日和、八雲日和、スイートアージェ       ６月 ５日 

イ 栄養学習会  

・講師 千曲市栄養士                      ６月２６日     

ウ 医師学習会  

・講師 篠ノ井橋病院遊木正俊院長                           ７月１１日   

エ 菓子製造販売に関する研修  

・東御市「お菓子処花岡」の協力を得て、研修を行う        １２月２日  

オ 音楽教室  

・講師 夏目比呂子先生         １月１９日、２月１６日、３月１６日 

⑤利用者主体の活動 

ア メンバー会（メンバー会実行委員を中心に実施） 

    ・お花見会 （更埴中央公園）                  ４月１５日 

    ・お買い物に行こう （イオン 上田店）             １月１３日 

イ 運動部「サムライ」 

  ・スポーツの日 （ストレッチ、風船バレーボール等） ５月２６日、６月２３日 

⑥就労支援  

   ・ハローワーク、長野地方事務所、長野技術専門校、ＳＡＫＵＲＡ長野南センター等 

と連携し利用者に各種研修や就労先等の情報提供を随時実施しました。 

   ・一般就労に向けて利用者１名とハローワークに相談に行きました。面談を行い、具

体的に話を進め就労が決まりました。 

⑦その他の活動 

ア 埴生中学校との交流活動 

・新１年生が利用するエコバックのロゴプリント作業の実施と贈呈式への出席    

４月１８日 

・３学年総合学習で、講師として出席                     

・レクリエーションを通じての交流活動（２回） 

・「お菓子工房ちゅーりっぷ」創業祭のチラシ製作を依頼 

    ・ボランティア体験活動の受け入れ（サマーチャレンジボランティア）９人 
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・おおとり祭の出店の際に交流活動 

イ 研修・見学受入 

  ・埴生中学校職場体験実習の受入（2名）       ７月２５日～２８日 

  ・ずくだせ就業体験の受入（篠ノ井高校生 2名）   ７月２９日～８月９日の間で 

延 5日間 

  ・学校教諭 3年次「異業種体験研修」の受入（1名） ７月２８日・７月３１日  

  ・稲荷山養護学校実習生（2人） 

ウ 広報啓発活動   

・「千曲市社協だより」に掲載や毎月の「チューリップの家だより」の発行 

・お菓子工房や喫茶の紹介パンフレットの配布 通年 

・各種行事のお知らせや当日の様子について、報道機関等を通して広報  

・埴生中学校エコバック贈呈式にチューリップの家の作業内容を利用者が発表  

・チューリップの家創業祭のチラシを埴生中学校美術部の協力で作成・配布４月

     ・埴生中学校 おおとり祭出店に際し、チューリップの家との交流の様子や商品の 

パンフレットを福祉委員会の協力で作成配布            ９月 

     ・おおとり祭交流販売                ９月２９日、３０日  

     ・ちくま商工会議所会報『清流』にて喫茶、菓子の広報 

⑧ボランティアの受け入れ 

    精神保健ボランティア[ルーラル]会員と定期的な交流を図りました。 

    ・毎週水・木曜日喫茶厨房でのボランティア                  通年 

    ・ルーラルさんと話す会・・偶数月第１月曜日６月、８月、１０月、１２月、２月 

・個人ボランティアの受入                       随時 

・サマーチャレンジボランティアの受入 延 10 人 

・チューリップの家ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙのためのボランティアとの合同会議   １０月 ２日 

・フェスティバルの協力                    １０月１４日 

⑨千曲市ピュアハートちくまとの連携 

 社協で運営している地域活動支援センター千曲市ピュアハートちくまと連携を図りま

した。 

・週２日（月曜日、木曜日）にチューリップの家とピュアハートちくま間の送迎を実

施し利用者の便宜を図りました。  

     ・チューリップの家で実施した医師学習会にピュアハートちくまのメンバーと職員が

参加しました。 

・『いっぷく』への参加 
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指定管理受託経営施設一覧表

◎高齢福祉関係

名  称 住  所 

ふれあい福祉センター更埴 千曲市杭瀬下一丁目 66番地 

 八幡老人福祉センター    〃大字八幡 3311 

 戸倉老人コミュニティセンター（戸倉児童館併設）    〃  戸倉 1972‐2 

 更級老人コミュニティセンター（更級児童館併設）    〃  羽尾 1812 

 五加老人コミュニティセンター（五加児童館併設）    〃  千本柳 328 

 戸倉地域福祉センター     〃  磯部 1110-1 

 更埴デイサービスセンター    〃  杭瀬下 870 

 稲荷山デイサービスセンター    〃  稲荷山 2130 

◎児童福祉関係 

名  称 住  所 

 埴生児童センター  千曲市大字鋳物師屋 108-1 

 稲荷山児童センター    〃  桑原 1826-1 

 屋代児童センター    〃  屋代 2226-4 

 八幡児童センター    〃  八幡 3094-5 

 東部児童センター    〃  生萱 120 

 戸倉児童館    〃  戸倉 1972‐2 

 更級児童館    〃  羽尾 1812 

 五加児童館    〃  千本柳 328 

上山田児童館    〃  上山田温泉 4-29-1 

◎障害福祉関係 

名  称 住  所 

 地域活動支援センター千曲市ピュアハートちくま 千曲市上山田温泉四丁目 5番地 1
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〃 笠井　雪子 女性団体（男女共同参画推進連絡協議会）

平成30年3月31日現在

区長会

民生児童委員

〃 柳澤　富子 ボランティア団体

〃

　　　　　　　　理事 ・ 監事 ・ 評議員等名簿

〃 滝沢　英雄 商工団体

春日　和子

〃 濱田　政常

〃

〃 小林　久德

〃 滝澤　裕一
行政関係

〃 宮原　迪彦

〃 髙見澤　武次 前社協会長

〃 髙松　幹夫

徳原　敏昭

会　長 島谷　正行 識見を有する者

〃 久保　勝義

副会長 風間　美恵子      〃

〃 宮崎　一雄

理　事 田中　善人 区長会連合会　会長

〃 保木野　益榮

〃 宮坂　洋道 　　　〃　　　副会長

評議員 和田　英幸 千曲市議会

〃 児玉　治己 　　　〃　　　副会長

職　名 氏　名 所属団体

〃 大島　剛 民生児童委員協議会々長

〃 赤沼　義敏 ついて識見を有する者

〃 宮原　昭彦 社会福祉協議会支部長会々長

監　事 髙松　久男 社会福祉事業並びに財務管理に

〃

〃 吉川　正徳 稲荷山太陽の園

顧　問 山本　高明

身体障がい者福祉協会

職　名 氏　名 所属団体

〃 北島　利幸 社協事務局長

荒川　愛子 千曲市健康福祉部長

千曲市副市長

〃 福祉施設

〃 水出　和夫

〃 島田　美知子 赤十字奉仕団

〃 湯本　康幸
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職員体制

◎職種・雇用形態別職員人数（Ｈ30.3.31 現在）                  （人） 

雇用形態 介護保険関係 事務局関係 児童館 障がい関係 合計 ％

正規 21 14 0 2 37 21.8 

嘱託 19 6 12 3 40 23.5 

臨時 28 4 12 3 47 27.6 

ﾊﾟｰﾄ 22 1 3 3 29 17.1 

再雇用 10 2 5 0 17 10.0 

合計 100 27 32 11 170 100 

◎人員配置（Ｈ30.3.31 現在）                          （人）

課 名 係 名
２９年度

正規 非正規 

事

務

局

関

係

総務課
総務・施設係 3 2 

庶務会計室 1 2 

介護サービス課 介護サ係 2 0 

地域福祉課

地域福祉係 5 3 

市民活動係 1 2 

ふれあい更埴 2 2 

老人福祉センター 0 2 

児童館（センター） ９館 0 32 

介

護

保

険

事

業

所

戸倉上山田地域包括支援センター 3 4 

居宅介護支援事業所
更埴 2 4 

戸上 2 3 

ヘルパーステーション 1 8 

デイサービスセンター

更埴 4 13 

稲荷山 2 13 

戸上 4 19 

認知ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ・短期入所事業所 2 8 

訪問入浴 1 7 

障害

関係

チューリップの家 2 6 

ピュアハートちくま 0 3 

合計 37 133 

※総務課に事務局長含む、兼務職員は主たる事業所に含む
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